
                                  

運動会で見た 

塩焼小学校は すごい学校だ！ 
      校長 吉田 直美 

         5月 25日（土）爽やかな空気の中で、運動会が始まりました。 

         今年度も午前中の開催。徒競走、団体競技、各学年の表現ダンス、応援

合戦、紅白リレーと順調なプログラム進行でした。救急搬送となるような

事故が起きず本当に良かったと思っています。「命 はなまる！」の運動 

会として終えることができました。PTA本部の皆さんを中心として前日と当日の準備及び 

後片付けに多大なお力をいただき本当にありがとうございました。地域の 5自治会からは 

ぞれぞれ 2基ずつ全部で 10基のテントをお借りできたことで、子どもたちの熱中症対策 

をより万全にすることができました。妙典中学校からはテントを張ることで数が不足した 

杭をお借りしました。塩焼小学校を支えてくださる多くの皆様のおかげで、滞りなく終える 

ことができました。 

さて、「塩焼小学校はすごい学校だ！」ということですが、こんなところがすごいと、あ 

らためて実感しましたのでお伝えしますね。 

①運動会が予定より早く終わったこと・・・「あたりまえ」と思う方もいらっしゃるかも

しれませんが、当たり前にあることではありません。私の長い教員生活で

も数回です。子どもたちが集合や移動にも真剣に取り組んだことの表れで

す。そして指導者も、そのように行動できる子どもたちに育ててくれまし

た。 

 

②保護者パワー全開のありがたさ・・・準備と後片付けのスピード感は類を見ません。

「え？もうテントが片付いている！」と大変驚きました。なんと大勢の

方々がかかわってくださったことか。感謝感謝です。 

        加えて、見学時のルール等をしっかりと守り相互に譲り合ってくださっ

ている皆様の姿に、子どもたちは社会的規範意識というのはこういう姿な

のだなと感じたことと思います。 

 

③機敏な子どもたち・・・入場場所への集合や自席への戻り方、また、係活動児童の責任

感ある行動。自信をもって活動している姿は、まさに塩焼小の宝です。 
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命 はなまる！ 

かしこく 誇らしく ねばり強く 

～明るいあいさつとわくわく感がある学校～ 
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・考え、判断する子 
・自分も相手も大切にできる子 
・体をきたえ、ねばり強く取り組む子 
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          ※予定は変更になることがあります。 

 

４日（火）体力テスト 2・5年 3～4校時 

5日（水）体力テスト 1・6年 1～2校時 

          3・4年 ３～４校時 

      委員会活動 5・6年 

      たんぽぽ読み聞かせ 5・6年 

6日（木）内科検診 1・3・4年 

8日（土）授業参観 2～3校時 

      クリーン作戦 4校時 

10日（月）振替休業 

11日（火）さざなみ学級ブロック交流会 

2校時～塩焼タイム 

12日（水）定例研 1３：15下校 

13日（木）歯科検診 1・3・5年 

14日（金）不審者対応訓練 2校時 

      学校運営協議会 10：30～ 

15日（土）千葉県民の日 

 

 

17日（月）尿検査（二次検査該当者） 

19日（水）クラブ活動 4・5・6年 

      たんぽぽ読み聞かせ 3・4年 

21日（金）6年校外学習 

26日（水）昼休みロングデー 

28日（金）校内授業研究会 

 

 

★クリーン作戦へのご協力ありがとうござ

います。調整の都合上、お子様と同じ場

所での活動にならない旨ご理解いただき

感謝申しあげます。 

 

★校内授業研究会は児童の「書く力の育

成」と教職員の「授業力向上」を目的と

して実施します。 

 

 

 

 

 

 

６月の主な予定 

つばめを巣作りを見ながら 
  1階昇降口前のたたきに、つばめの巣台が設置してあ

ります。 

 運動会代休明けの火曜日、数羽のつばめが行き来をして

いました。巣作りでしょうか。ちょっと時期が遅めかなと

思いましたが、そのつばめの動向をじっと見つめて立ち止

まる子どもたちが数名いました。8時 15分の登校時刻が

迫っていたのですが、つばめの姿を見守っていました。 

 「つばめかなあ」「そうだよね」「かわいいね」 

とやり取りしながらしばらく見つめて昇降口に入っていた

子どもたち。 

 

私は、つばめを見ながらやり取りする子どもたちの姿が

可愛らしくて、じっと見守っていました。 

「もう時間だから早くしなさい！」というべきところだ

ったのかもしれません。しかし、子どもの「知りたい、調

べたい」という興味関心は、実はこんな何気ない日常から

からスタートするものです。 

きっと翌日も眺めてくれることでしょう。 

 

蚕の幼虫も 

飼っています 

 5月 19日（日）東京都

小金井市にある東京農工

大学で蚕の研究室からゆ

ずってもらったかいこの

幼虫です。今は次々と繭を

作り始めてます。 

蚕の繭は白色だと思っ

ていたのですが、昨年初め

て飼った時に、白色だけで

なくクリーム色や黄色、ピ

ンク色などがあることを

知りました。 

繭の中のさなぎは 2 週

間で羽化します。ぜひ校長

室前の廊下にいる蚕たち

をを見にいらしてくださ

いね。 


